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はじめに
　型而工房の独自性を同時代    ここでは型而工房の活動した1920年代末から1930年代にか

















〈the keiji kobo〉, hyoujun kagu, tatam zuri, 





















　型而工房は東京高等工芸学校講師だった蔵田周忠の下に集った同卒業生    松本政雄，豊






























































































































































































































































































































６ Groupe standardisation（Anne Gossot）「型而工房の方法論」（Invention of Industrial Design:the 






























































































多きデザイナー」や2010年の INAX ギャラリーでの「夢見る家具展    森谷延雄の世界   」という
タイトルからも分かるように詩的な側面が大きく捉えられている。
36 「家具の新運動「木の芽舎」（昭和二年）を起こしていたが，ドイツの表現派に通じるものであったの
で，蔵田先生に教わるまでも私たちもこの表現派に多くの影響を受けていた。」＊2，p. 314
37 「デザイナーが製作者の仕事を尊重し互いに協力し合うことで質の高いデザインを実現する，そして
良い趣味で生活を満たすべきという彼のデザイン観はウィリアム・モリスの思想と重なる部分が多
い。」＊5，p. 168
38 「彼の根底にあったのは趣味のよい＝心地よい室内装飾の創造であって，あくまでも「趣味としての
生活改革」であったことは変わらない」＊5，p. 168
39 「英国の工芸運動に刺激されて，工芸品乃至家具に始まり室内乃至建築に及ぶ生活の芸術的様式を，
全體として，新しい世界に持ち来す観念が，此運動によって徹底的に表現されたのである。モリスの
提唱した住宅に對する統一運動を原理とし，更に藝述全般に亘って「統一的空間形式」を創らうとの
努力」（蔵田周忠『近代建築思潮』（洪洋社発行，1924年））p. 69
40 久保加津代・秋山晴子「1921年から1934年の「婦人之友」誌掲載住宅プラン」（日本建築学会大会学
術講演梗概集，1981年）には「婦人之友」誌の読者層が中上流だとした上で，それでもなお居間中心
33
型の合理性をもった住宅が浸透していないことを述べている。
41 「婦人之友」誌上での頒布の後「婦人公論」誌上でも同様啓蒙活動と頒布を行っているが，この婦人
雑誌の運動，関わり，それぞれでの型而工房の活動は本論ではまとめきれないので，別稿に改めるこ
ととする。
42 「進歩的家庭の主婦への説得が予想以上の効果をあげた」（＊1，p. 42）
43 現在の婦人之友社のＨＰ（http://www.fujinnotomo.co.jp/about.html）にも「まさに生活者が生活者
におくる「家庭雑誌」」や「衣・食・住・家計の生活技術が身につきます。」（同ＨＰ，2018.08）とい
うコピーがあり，この雑誌の根底にある考え方を見ることができる。
44 「当時「婦人の友社」は新しい理念のものに様々な活動をしており，工房の活動に共感し申し入れが
あったようだ。そして頒布活動を利用して誌面を通した生活改善が進められた。」＊1，p. 40
45 「婦人之友」に1929以降に掲載されている「百二十圓以下の家計」（「婦人之友」23巻12号（婦人之友
社，1929年）（以下同雑誌は＊8 とする）「百五十圓以下の家計」（＊8，24巻１，２，３，４，６号
等）をみても当時の平均より少し上層の人々が対象であった。「百五十圓以下の家計」（＊8，24巻３
号，1930年 p. 128）の一人は月収が126円で賞が500円あるが，家具費との名目の支出は月0.5円である。
一年間で６円程度となる。これは婦人之友社で予約販売された小椅子の値段と同額である。（＊1，
p. 41）この家族は三人暮らしであるからもし椅子机を揃えたとすると，32～38円（角卓子14円，小椅
子６円，肘掛椅子12円，荷代抜き）となる。決して安くないが，これをみても型而工房の家具が生活
改善を夢見て眺めるだけのものではなく，手を伸ばせば実際に手の届くものであったことが見て取れ
る。

